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UP DATE
■ 第30回　非開削技術研究発表会
　第30回「非開削技術研究発表会」を11月19日（火），
新宿区民角筈ホールで開催しました。今年度も継続学習
制度のCPD（土木学会），CPDS（全国施工管理技士会連
合会）の認定を受け，当日の聴講者は165名と昨年を上回
る参加をいただきました。発表会は，管渠等の調査診断，
推進工法などの施工事例，地下構造物の非開削技術を活
用した維持・保全技術のテーマで行われ，全4セッション
13件の発表が行われました。今回も技術委員による採点
が行われ，優秀賞は来年度の総会で受賞者を表彰する予
定です。また当日は中国から管内調査会社の「Easy Sight 
Technology」社，およびイギリスの「Kobus Pipe Puller社」
が来日し特別講演を行いました。発表終了後後の意見交
換会にも参加され，発表者，座長および参加者と活発な
意見交換が行われ，盛況に終了することが出来ました。
■ 委員会活動
（1）技術委員会
　第91回技術委員会を2019年9月13日（金）に開催しま
した。第30回技術研究発表会の応募論文について査読が
行われ，13件の内容について採用を決定しました。また
4つの発表セッションについて座長の選任ならびに当日の
発表内容の採点方法を決定しました。
（2）編集委員会
　第6回編集委員会を10月11日（金）に協会隣会議室で
開催しました。委員会では109号の完成状況の確認をなら
びに110号発行（本紙）の準備状況について進捗を確認し
ました。
（3）ソーシャルコスト委員会
　9月3日（火）第74回年次学術講演会の共通セッション

「地下空間の多角的利用」において，「地下管渠工事の社
会的費用の算出に関する研究（交通シミュレーションによ
る外部費用の試算）」と題して発表しました。「地下管渠
工事の社会的費用の算出の手引き」のさらあるPR策とし
て，様々なケースを想定し，事前に試算することによって，
社会的費用を用いた経済比較の早見表を提案しました。
（4）工法ナビゲーション委員会
　11月11日（月）に第64回工法ナビゲーション委員会を
開催しました。工法ナビの“管路更生”メニューの改良
について議論し，（公社）下水道協会に準じた分類で進めて
いくことを確認。来年3月のリリースに向けてシステム改
良をすることが決定しました。
（5）地下探査委員会
　11月29日（金）に地下探査委員会を協会隣会議室で開
催しました。前回，立ち上げた“手引き改訂作業会”と“資
格，技能認定検討作業会”の進捗状況を各作業チームの
主査から報告。委員会に諮りました。
■ ISTT総会およびISTT大会への参加
　9月29日（日），ISTT総会がイタリアフィレンツェの
BASSO宮殿 2階 会議室で開催されJSTTからも2名出席
しました。当日は22か国60名の理事，会員，保証人が参
加し，各国のこれまでの活動報告および今後の活動計画
について確認を行いました。
　翌9月30日から10月2日までの3日間，会場を隣に移し
展示会，論文発表へ参加しました。展示は，18か国106の
企業，団体が参加。各国の最新の非開削技術が展示され
ておりました。
　論文発表は11部門95件のテーマで発表があり，総会，
展示会，論文発表を通じ各国との意見交流を行いました。


